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医学科と いう 一 つ 屋根の 下で
Under a r o of f m edic al s cho ol
金沢大学医学部歯科口腔外科学講座教授
山 本
本学歯科口腔外科学講座を担当させ て い ただ い て 12
年余, 歯学部出身者で構成される当教室の 教室貞のうち
23名の 論文が こ の 十全医学会誌に, そ の 他3名の論文が
国際詰に掲載され , 計26名が ｢医学｣ 博士の 学位を受
領した. ちなみに筆者は東京医科歯科大学大学院歯学研
究科を修了した の で , 本学 で はおそ らく唯 一 人 の ｢歯学｣
博士で あろう . 筆者が歯学部を卒業後30年半, そ の 内
22年半に わ たり医学部に奉職 して い る こ と になるが ,
こ れ は歯学部出身者の 中で 口腔外科学を専攻した者の み
に許され る特権と言えよう . 歯学部附属病院には保存科
(歯の治療), 補綴科(入れ歯等), 口腔外科の主要3科に
加え矯正科(歯並びの 治療) およ び小児歯科等が常設さ
れて い る現状にあるが , こ の 中で 守備範囲の広さ で は口
腔外科が際だ っ て突出し て い た こ とが筆者にと っ て の専
攻の 大きな理 由であ っ た . こ の 口腔外科を大学病院で専
攻するに は歯学部と医学部の い ずれも可能で , そ の 名称
は前者で は単 に ｢口腔外科｣, 後者 で は 一 般 に ｢歯科口
腔外科｣ と称 して い る . 診療内容は殆ど同じようで ある
が , 周囲の 環境は大 い に異な っ て い る の で t こ の点に つ
い て触れ て み た い .
そもそも我国の 医学部に歯科が初めて 創設されたの は
束京大学で , ち ょう ど百年前の 明治33(1 90)年5月, 東
大出身の医師であ っ た石原久先生が助教授と して 主任に
就任, さ ら に 大正 4(19 1 5) 年1月に 歯科学講座教授 に昇
任した時代に遡る . その字数 阪大や九大等の 旧帝大にも
設置されたが い ずれも医師が教授職に就 い て い る . そ し
て歯学部出身者が医学部歯科口腔外科教授として 講座を
担当するのが 一 般的にな っ たの は医学部が急増した昭和
40年代以 降で ある . 現在 , 我国にお い て歯学部を併設
しな い 医学部6 4校中に歯科H腔外科の教授は5 5名おり,
そ のうち医師免許を持 つ 教授は5名の み と いう時代にな
っ た.
こ こ で は ｢歯学部出身の筆者にと■っ て｣ と 一 人称 に限
定し て , 医学部における歯科口腔外科の 長所 ･ 利点を歯
学部亡相室外科との 比較から述べ て みた い . まず臨床面で
は, 1) 歯牙耐蝕症(虫歯)から口腔填まで 口腔領域疾患
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をト ー タ ル に治療できる こと , 2)臨床各科との 緊密な
連携の もと , 特 に全身疾患を有する患者さんにも, より
高度で 合理的な医療が提供できる ことが挙げられる. ま
た教育面で は , 3) 学生教育の 占める時間的 ･ 精神的ウ
エ ー ト は かなり少な い こ と , こ れ に比して 私立歯大では
国試合格率に大学の 命運がかか っ て い る ため , 学生数育
に相当の エ ネ ルギ ー を要する ･ 4)歯科医師の卒後研修
で は , 当講座に 全国の歯学部を卒業した北陸出身者が戻
り , 少数の出身大学に偏するこ となく多彩なこ と である .
さ ら に研究面で は , 5) 大学院研究科委員会等を通 し,
居ながら にして広 い 医学研究の最先端情報が吸収できる
こ と
, 特 に筆者の専門とする 口腔痛研究で は各科領域の
痛研究に示唆的で 有益な発表が多く, こ れ らの 点は い ず
れも歯学部口腔外科で は望めな い こ と で ある . そ して最
後に , 6)歯学部出身者が ただ 一 人, 医学科教授会ある
い は診療科長会に参加する時の緊張感は ハ ー ドで はある
が , それは 一 方で 大きなやり甲斐で もある .
も っ とも, こ の ｢大きなやり甲斐｣ と言える心境に至
るまで は, や はり相応の 年月 を要したように思われる ,
特 に, 前任で 初代教授の 玉井健三先生 (昭和5 2年1月か
ら の 診療科教授を経て , 57年4月より講座教授)が 昭和
62(19 8 7)年10月に特急列車内で 5 2才の 若さ で急逝され
た こと は筆者の心に重く の しかか っ て い た. 先生 の 日頃
の 猛烈な仕事ぶ りを読んだり聞 い たりするたびに, 歴史
と伝統を誇る本学医学部にお ける初代の歯科口腔外科教
授と し て相当なス ト レ ス があ っ た の で はと推察されたか
ら である . し か し現在, 筆者は~E井先生 の年齢を3歳 ヒ
回り, 心 の重石がⅦ一つ 御
ノ
Lたよう に実感して い る . 研究
領域も当時の歯性感染症単独から, 口腔痛 , 顎変形症お
よ び顎関節症を加えた4本柱とし , 既 に そ れぞれの 領域
で学位を受領して い る . 医学部歯科口腔外科は医科と歯
科の接点にある こ とは確か で , 今後とも両科の 架け橋と
して の 役割を果たし つ つ , 医学科と いう 一 つ 屋根の下 の
一 講座と して , 診療 ･ 教育 ･ 研究を通し微力ながら本学
の 発展の ため に全力を尽くして いきた い と念じて い る .
